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葉
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議
会
だ
よ
り

C
O
N
TEN

TS（
主
な
内
容
）

⃝
令
和
４
年
第
２
回
定
例
議
会
…
…
…
…
…
…
…
２

⃝
議
会
全
員
協
議
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

⃝
６
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）……

４

今
月
号
の
表
紙

　
令
和
４
年
６
月
１
０
日
に
野
見
金
公
園
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
儚
く
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
は
、
こ

の
暑
い
夏
に
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
180

20228
号
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令
和
４
年
第
２
回
定
例

議
会
は
、
６
月
８
日
に
招

集
さ
れ
、
13
日
ま
で
の
６

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し

た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
計
８
議

案
の
ほ
か
、
議
員
発
議
３

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
一
般
質
問
は
６
人

の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
４

ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

令和４年長南町議会第２回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

承　認
第１号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町税条例等の一部を改正
する条例の制定について）

地方税法等の一部を改正する法律が公布され、令
和4年4月1日から施行されることとなったため、
急施を要するものと認め、令和 4 年 3 月 31 日に
専決処分をしたことに伴い、議会の承認を求める
もの

承　認
賛 (11)
否 (0)

議　案
第１号

長南町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

保険税負担の公平性の確保及び中低所得層の保険
税の負担軽減を図る観点から、国民健康保険税の
賦課限度額を見直すため、条例の一部を改正する
もの

原案可決
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　国の支援金を増やすべき（和田）
　食料品などの生活必需品が高騰する一方で年金は減らされ続け、国保の負担は
年々増えるばかりです。国がもっと支援策を増やすべきだったと考えます。
賛成討論　国民健康保険税条例の改正は妥当（加藤）
　課税限度額の引き上げについては、高所得者からの負担を多く、中低所得者層
の負担を軽減することで税負担の公平性を図ったものです。また本件は、国の税
制改正に沿ったものであり、条例改正に賛成します。

議　案
第２号 工事請負契約の締結について

防災行政無線親卓等の整備工事に伴う工事請負契
約の締結をするため、議決を求めるもの

【相手方】スイス通信システム株式会社
【契約金額】1 億 1,660 万円

原案可決
賛 (10)
否 (1) 板倉

議　案
第３号

令和４年度長南町一般会計補
正予算（第１号）について

歳入歳出に 4 億 7,215 万円を追加、
予算総額を 56 億 9,715 万円に

（スケートボードパーク製作・設置等工事、
物価高騰対応地域応援券発行事業　外）

原案可決
賛 (10)
否 (1) 加藤

反対討論　公費2,500万円によるスケートボードパーク整備は反対（加藤）
　長南集学校に標記の施設を作ることは良しとして、町が公費で作ることに反対
です。既に民間の施設があり、民間に任せて補助金で援助すべきです。また、野
見金公園への遊具設置 700 万円についても必要は無いと思います。
　よって、この予算が含まれる一般会計補正予算に反対です。
賛成討論　住民生活・地域経済を支援する内容のため賛成（林）
　当該予算につきましては、主に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金を活用し、「感染症対策」と「地域応援券の発行」など、住民生活や地域経済
を支援するものであり、新型コロナウイルス感染症への対応として効果的な内容
であります。よって賛成します。

議　案
第４号

損害賠償額の決定及び和解す
ることについて

給田地先で町道を走行中、道路内へ傾いていた視
線誘導標と接触し、相手方の車両の左サイドミラー
カバーが破損した事故に対し、過失割合による損
害賠償額を決定し、和解をすることについて、議
決を求めるもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

≪次ページへ≫

定
例
議
会全ての議案で

原 案 可 決 に

第２回
定例議会

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員 12 名（議員定数 13 名）
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令和４年長南町議会第２回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第５号

副町長の選任につき同意を求
めることについて

副町長を、佐久間靜夫（さくましずお）氏に選任
することに同意した

【任期】令和４年７月１日から
　　　 令和８年６月３０日まで（４年間）

同　意
賛（7)
否（3）宮﨑､ 板倉
　　 　和田
棄権 (1) 加藤

反対討論　副町長の選任に関して（板倉）
　平野町長と同じく茂原市役所職員であったため選任に反対します。また、都市
計画課の職が長期であったことから、副町長としてではなく、都市開発を早期に
着手することに携わっていただき、特命課等の新設を提案をします。

議　案
第６号

固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めるこ
とについて

渡邉輝夫氏の任期満了に伴い、新たに石井豊（い
しいゆたか）氏を固定資産評価審査委員会委員に
同意した

同　意
賛 (11)
否 (0)

議　案
第７号

人権擁護委員候補者の推薦に
つき意見を求めることについ
て

酒井栄子（さかいえいこ）氏の任期満了に伴い、
引き続き同氏を人権擁護委員として適任と認めた

適任と認める
賛 (11)
否 (0)

発　議
第１号

長南町議会委員会条例の一部
を改正する条例の制定につい
て

行政手続等の簡素化を推進し、事務作業の負担軽
減と利便性の向上を図るため、条例で定める書類
等の押印を省略するべく、条例の一部を改正する
もの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

発　議
第２号

義務教育費国庫負担制度の堅
持に関する意見書の提出につ
いて

教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるた
め、内閣総理大臣のほか、政府の関係各所へ意見
書を提出するもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

発　議
第３号

国における 2023 年度教育予
算拡充に関する意見書の提出
について

必要な教育予算を確保するべく、内閣総理大臣の
ほか、政府の関係各所へ意見書を提出するもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員 12 名（議員定数 13 名）

定
例
議
会
・
議
会
全
員
協
議
会

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
　
町
の
公
共
交
通
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
議
会
で
協
議
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
議
会
か
ら
の
質

疑
や
意
見
、
説
明
の
あ
っ

た
調
査
概
要
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
員
全
員

協

議

会

６
月
10
日

▽�

路
線
バ
ス
の
コ
ー
ス
の

見
直
し

▽�

巡
回
バ
ス
の
運
用
コ
ス

ト
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
方
が
安
価
で

で
き
る

▽�

利
用
者
の
予
約
に
応
じ

て
運
行
す
る
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
に
す
べ
き

▽�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

土
日
運
行
を
し
て
ほ
し

い
▽�

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る

も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い

�

な
ど

質
疑
・
意
見

●
調
査
概
要

　
対
象
者
は
長
南
町
在
住

の
65
歳
以
上
の
町
民
で
、

千
人
を
無
作
為
抽
出
に
よ

り
選
定
。

　
令
和
３
年
８
月
２
日
郵

送
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を

発
送
し
、
８
月
16
日
に
ポ

ス
ト
投
函
締
切
と
し
、
回

収
。

　
回
収
票
数
は
、
６
０
９

票
（
回
収
率
60
・
９
％
）。

●
今
後
の
課
題

　
高
齢
者
の
高
い
自
動
車

依
存
の
傾
向
が
あ
り
、
自

家
用
車
の
利
用
率
が
高
く
、

運
転
免
許
証
の
返
納
意
向

は
低
い
。

　
公
共
交
通
の
利
用
意
思

の
低
下
の
傾
向
が
あ
り
、

今
後
は
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

内
容
の
見
直
し
の
必
要
性

が
あ
り
、
町
内
限
定
の
移

動
や
土
日
運
休
の
不
満
の

声
は
多
い
。
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の１日目及び２日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人
につき１時間です。

６人の議員が一般質問を行う
一
般
質
問

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

丸島 なか　議員
　□ 地方創生臨時交付金について　　★ 子育て交流館について
　□ 交通弱者対策について
　□ デマンドタクシー事業について
　□ ＬＬブック導入について

河野 康二郎　議員
　□ 地場産物使用促進事業を　　　　□ 朝食は
　□ 地場産物の使用は　　　　　　　□ 黙食の活用を
　□ 製法とエコ・リサイクルから　　□ 食材費高騰の影響は
　□ 給食での食育は

和田 和夫　議員
　□ 感震ブレーカーの設置について
　□ インボイス制度の影響は　　　　□ 小学校でのコロナ対策は
　□ 会員への支払いは　　　　　　　□ 検査キットの扱いは
　□ 盛土の総点検実施と対策は

加藤 喜男　議員
　□ 茂原長南インター周辺の開発は
　□ 給食用食材の価格上昇策は　　　★ 新型コロナウイルス感染症について
　□ 広域水道事業の統合の状況は　　★ 学校での国を守る教育について
　★ 小中学校の不登校について　　　★ グルメタウン化について

板倉 正勝　議員
　□ 人口減少への対策は
　□ 町有財産の売却は
　□ 過疎地域におけるまちづくり
　□ 無償貸付は

岩瀬 康陽　議員
　□ 脱炭素社会実現のための取組は
　□ 脱炭素達成のための支援は
　□ ガス事業の脱炭素の取り組みは
　□ 多世代同居を推進する補助制度の新設を
　□ 独居高齢者用のシェアハウスの整備を

P10

P8

P9

P7

P6

P5
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加藤喜男

地方創生臨時交付金について
地域応援券事業を再度実施します

地
域
応
援
券
事

業
の
過
去
の
実
績

や
今
後
の
事
業
内
容
、
対

象
店
舗
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

せ
っ
か
く
走
っ

て
い
る
巡
回
バ
ス

も
、
利
用
客
が
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
。
費
用
対
効
果

等
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
の
存
続
・
廃

止
に
つ
い
て
は
難
し
い
問

題
で
す
が
、
町
と
し
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
、
平
成
24

年
か
ら
実
証
実
験
を
し
、

平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
で
自
宅
ま
で
来
て
く

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
と

は
易
し
く
て
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る

本
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

問

問

問

問

令
和
２
年
度
は
１
人

１
万
円
分
を
配
布
し
、
利

用
率
は
98・29
％
で
し
た
。

令
和
３
年
度
は
５
千
円

分
を
配
布
し
、
利
用
率
は

97
・
６
％
で
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
及
び

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴

い
、
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
よ
り
、
家
計
へ
の
負

担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
町
民
へ
１
人

１
万
円
の
地
域
応
援
券
事

業
を
再
度
実
施
し
ま
す
。 議員丸島なか

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

産
業
振
興
課
長

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

事
業
に
つ
い
て

Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク

導
入
に
つ
い
て

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
て
判
断
す
る

協
議
会
で
検
討
し
ま
す

各
世
帯
主
に
郵
送
す
る

の
は
９
月
中
旬
頃
で
、
利

用
期
間
は
９
月
下
旬
か
ら

翌
年
１
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

新
聞
代
に
つ
い
て
は
町

内
の
新
聞
店
が
協
力
店
舗

と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

利
用
可
能
で
す
。

巡
回
バ
ス
は
小
湊
鉄

道
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は

町
内
の
２
つ
の
事
業
者
に

協
力
店
舗
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
声
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
実
績
は

利
用
者
累
計
１
，
６
４
８

名
で
、
利
用
料
金
15
万
２

千
５
百
円
、
委
託
料
は
９

３
１
万
７
千
円
で
し
た
。

令
和
３
年
度
に
地
域
公

共
交
通
に
関
す
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
６

月
下
旬
開
催
の
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
で
検

討
し
て
い
き
、
町
と
し
て

最
終
的
に
判
断
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
検
討
し
ま
す
。

公
民
館
の
図
書
室
に
Ｌ

Ｌ
ブ
ッ
ク
を
多
少
で
も
置

く
こ
と
で
、
社
会
教
育
施

設
の
役
割
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
の
取
り

入
れ
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。学

校
で
は
年
間
の
予
算

は
20
万
円
と
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
来
年
度
以
降
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

れ
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で
利
用

で
き
、
魅
力
的
な
の
で
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
土

曜
日
も
ぜ
ひ
運
行
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。土

曜
日
の
運
行
を
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

知
的
障
害
の
あ
る
人
や
、

文
字
を
読
ん
だ
り
、
本
の

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が

苦
手
な
人
で
も
易
し
く
読

め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

公
民
館
の
図
書
室
や

小
・
中
学
校
の
図
書
室
等

に
取
り
入
れ
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

今
後
検
討
し
ま
す

生
涯
学
習
課
長

学
校
教
育
課
主
幹
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地場産物使用促進事業を
生産者との合意形成が必要

地
場
産
物
使
用

を
進
め
る
た
め

に
、
学
校
側
と
生
産
流
通

側
の
調
整
役
と
し
て
、
仕

組
み
作
り
を
担
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と

相
互
の
協
議
す
る
場
を
設

置
す
る
「
学
校
給
食
地
場

産
物
使
用
促
進
事
業
」
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

給
食
牛
乳
に
つ

い
て
、
学
校
給
食

所
審
議
会
で
問
題
提
起
が

さ
れ
、
そ
の
後
、
審
議
が

滞
っ
て
い
ま
す
。
紙
パ
ッ

ク
か
ビ
ン
か
の
違
い
は
、

製
法
の
違
い
で
あ
り
、
味

な
ど
へ
の
影
響
や
エ
コ
・

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
視

点
か
ら
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

地
場
産
物
の
使

用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

生
活
習
慣
を
見

直
す
取
り
組
み
と

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
食
材
を

題
材
に
食
育
を
取
組
ん
で

い
る
中
学
校
の
例
が
あ
り

ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
計
画
す
る
な
ど
、

学
校
給
食
を
活
用
し
た
食

育
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
朝

食
に
つ
い
て
の
調

査
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

食
材
費
高
騰
下

の
給
食
費
用
へ
の

影
響
、「
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
の
活
用
、
ま
た

県
の
給
食
費
無
償
化
（
動

き
）
を
学
校
給
食
向
上
に

活
用
す
る
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
食
生
活
の

見
直
し
が
予
防
に
つ
な
が

る
、
味
覚
教
育
や
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
習
慣
な
ど
の

食
育
の
視
点
か
ら
、
黙
食

の
効
用
を
活
用
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

問

製
法
と
エ
コ
・

リ
サ
イ
ク
ル
か
ら

地
場
産
物
使
用
は

給
食
で
の
食
育
は

朝

食

は

食
材
費
高
騰
の
影
響
は

黙
食
の
活
用
を

米
は
地
元
か
ら

検
討
し
ま
す

調
査
し
、
検
討
を

検
討
し
ま
す

工
夫
を
し
た
い

生
活
習
慣
を
学
ぶ

給
食
所
長

給
食
所
長

給
食
所
長

給
食
所
長

給
食
所
長

給
食
所
長

給
食
所
長

生
産
者
と
の
合
意
形
成

が
必
要
な
の
で
、
検
討
し

ま
す
。

地
場
産
物
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
５
月

平
均
で
千
葉
県
産
32
・

３
％
、
長
南
産
６・３
％
、

地
元
産
米
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
農
家
や
営

農
組
合
等
と
協
議
し
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

児
童
生
徒
、
教
職
員
の

考
え
を
聞
き
、
検
討
し
ま

す
。

朝
食
に
つ
い
て
は
調
査

し
て
い
ま
せ
ん
。
栄
養
士

の
学
校
訪
問
に
合
わ
せ
、

検
討
し
ま
す
。

本
年
度
４
、５
月
実
績

と
昨
年
度
を
比
較
す
る
と

予
算
ベ
ー
ス
で
７
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

を
検
討
し
、
県
の
動
向
を

注
視
し
て
対
応
し
ま
す
。

楽
し
く
食
べ
る
た
め
の

食
事
の
仕
方
な
ど
、
た
だ

の
黙
食
で
は
な
い
工
夫
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

小
学
校
就
学
時
や
、
健

診
時
に
保
護
者
を
対
象
に

「
朝
食
中
心
の
生
活
習
慣
」

や
、
中
学
３
年
生
に
「
受

験
期
の
食
生
活
」
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
持
つ
な

ど
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

肥
満
の
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
生
活
習
慣
を
食
育

の
中
で
学
ぶ
取
り
組
み
を

続
け
ま
す
。
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加藤喜男

感震ブレーカーの
設置について

電気火災対策として、周知します

感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
、
地
震
の

際
の
電
気
機
器
か
ら
の
出

火
や
、
停
電
が
復
旧
し
た

と
き
に
発
生
す
る
通
電
火

災
の
発
生
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
補
助
金
を
出

す
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

町
の
事
業
者
や

個
人
事
業
主
は
ど

れ
く
ら
い
か
、
ま
た
免
税

業
者
と
な
る
の
か
伺
い
ま

す
。

授
業
、
学
校
行

事
、
給
食
、
部
活

動
の
現
状
と
、
父
兄
へ
の

連
絡
や
通
知
は
ど
う
し
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

全
会
員
が
免

税
・
減
税
の
ま
ま

で
は
、
消
費
税
納
税
額
も

会
員
に
支
払
う
報
酬
額
が

仕
入
れ
額
控
除
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
シ
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
検
査
キ
ッ

ト
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
全
国
的
に
問

題
に
な
り
ま
し
た
が
、
町

の
検
査
キ
ッ
ト
の
扱
い

と
、
数
を
伺
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は

２
，
８
９
８
か
所

で
点
検
が
行
わ
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
町
で
の

点
検
箇
所
数
と
場
所
、
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

電
気
火
災
対
策
と
し

て
、
地
震
を
感
知
し
て
自

動
的
に
電
気
を
遮
断
す
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
あ
る

こ
と
を
周
知
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
事
業
継

続
支
援
助
成
で
算
定
し
た

件
数
は
、
個
人
事
業
主
を

含
む
中
小
企
業
数
２
７
１

件
、
農
業
者
３
９
３
件
、

計
６
６
４
件
と
推
測
し
て

お
り
、
個
人
で
慎
重
に
検

討
し
て
も
ら
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

町
で
は
８
か
所
の
点
検

学
校
と
し
て
は
、
感
染

対
策
を
徹
底
し
、
本
来
の

活
動
に
戻
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

県
か
ら
緩
和
す
る
通
知

が
何
回
か
来
て
お
り
、
学

校
長
と
確
認
を
し
、
保
護

者
へ
は
文
書
で
通
知
し
て

職
員
、
児
童
・
生
徒
が

出
勤
、
登
校
後
に
体
調
不

良
と
な
り
、
学
校
に
と
ど

ま
る
場
合
に
使
用
す
る
も

の
で
し
た
が
、
該
当
す
る

場
面
が
な
く
、
使
用
期
限

が
切
れ
た
た
め
廃
棄
し
ま

し
た
。

な
お
、
昨
年
度
、
町
に

届
い
た
検
査
キ
ッ
ト
の
数

は
30
で
す
。

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
に
お
い

て
、
対
応
策
等
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を

み
て
近
隣
町
村
と
調
整
し

ま
す
。

議員和田和夫

建
設
環
境
課
長

総
務
課
長
補
佐

産
業
振
興
課
長

福
祉
課
長

盛
土
の
総
点
検

実
施
と
対
策
は

イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
影
響
は

小
学
校
で
の

コ
ロ
ナ
対
策
は

中
小
企
業
数
と
農
業

者
数
は
計
６
６
４
件

保
護
者
に
は

文
書
で
通
知

使
用
期
限
切
れ

に
よ
り
廃
棄

８
箇
所
の
点
検
を

行
い
ま
し
た

全
国
事
業
協
会
で

検

討

中

会
員
へ
の
支
払
い
は

検
査
キ
ッ
ト
の
扱
い
は

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
へ
の
支
払
い
は
ど
う
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。

を
行
い
、
許
可
や
届
出
等

の
手
続
が
取
ら
れ
て
い
な

く
、
災
害
防
止
の
措
置
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
盛
土

が
市
野
々
地
先
に
１
か
所

あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
県
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
動
向
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

い
ま
す
。

「感震ブレーカー」
イメージ
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茂原長南インター
周辺の開発は
優先順位をつけて

茂
原
長
南
イ
ン

タ
ー
周
辺
に
つ
い

て
は
町
民
に
夢
を
与
え
る

た
め
に
、
執
行
部
の
皆
さ

ん
が
地
図
を
眺
め
、
写
真

を
眺
め
、
現
地
に
行
っ
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
夢
の
構
想
で
も

良
い
の
で
町
民
に
示
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。町

長
は
第
１
回
の
定
例

会
に
お
い
て
、「
イ
ン
タ
ー

周
辺
に
つ
い
て
は
い
く
つ

か
の
企
業
に
見
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
求
め
る
だ

け
の
面
積
が
確
保
で
き
な

く
て
前
に
進
ん
で
い
な

い
」、「
引
き
続
い
て
希
望

す
る
企
業
を
探
し
て
い

る
」
と
語
っ
て
お
り
ま
し

た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
小
麦
輸
出
の

船
が
動
か
な
い
と
か
、
植

え
付
け
が
で
き
な
い
と

か
、
世
界
の
食
料
事
情
は

厳
し
い
よ
う
で
す
。ま
た
、

飼
料
な
ど
の
価
格
も
上
が

り
、
畜
産
の
生
産
に
影
響

が
出
て
く
る
よ
う
で
す
。

日
本
で
は
コ
メ
が

１
０
０
％
自
給
で
き
る
わ

け
で
、
小
麦
製
品
に
替
え

コ
メ
を
大
い
に
給
食
に

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す

が
、
給
食
用
食
材
の
価
格

上
昇
へ
の
対
応
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

県
内
で
も
水
道

事
業
の
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
る
様
で
す

が
、
宮
城
県
で
は
経
営
権

の
半
分
以
上
を
フ
ラ
ン
ス

資
本
の
民
間
に
譲
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
は
生
活

に
直
結
す
る
水
道
事
業
の

民
営
化
は
反
対
で
す
。

町
長
に
は
広
域
の
議
会

の
状
況
も
注
視
し
て
い
た

だ
き
、
も
し
将
来
に
民
営

化
の
話
が
で
た
場
合
に
は

反
対
の
発
言
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

状
況
を
お
聞
き
し
ま

す
。

問

問

問

毎
年
、
年
度
初
め
に
は

県
の
企
業
立
地
課
へ
出
向

き
、
長
南
町
の
Ｐ
Ｒ
、
そ

れ
と
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
は

限
ら
ず
、
主
に
旧
長
南
西

部
工
業
団
地
の
計
画
跡

地
、
そ
れ
と
上
小
野
田
地

先
に
あ
る
空
港
代
替
地
を

中
心
に
企
業
誘
致
と
い
う

形
で
推
し
進
め
て
い
る
状

況
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
町
が
持
っ
て

い
る
遊
休
土
地
を
ま
ず
い

か
に
有
効
活
用
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
い
ま
す
。

町
と

し
て
は

優
先
順

位
を
つ

け
て
進

め
て
い

る
状
況

で
す
。

食
材
費
の
状
況
で
す

が
、
昨
年
に
比
べ
予
算

ベ
ー
ス
で
約
７
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
食
材
費

九
十
九
里
・
南
房
総
地

域
の
水
道
用
水
供
給
事
業

体
の
統
合
に
つ
い
て
、
民

営
化
を
進
め
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
２
企
業
体

と
県
を
含
め
た
統
合
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

九
十
九
里
も
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
の
更
新
の
施

設
費
が
大
変
多
く
な
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

令
和
６
年
ま
で
し
っ
か

り
議
論
を
し
て
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理

し
な
が
ら
統
合
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
く
段
階
で

す
。

給
食
用
食
材
の

価
格
上
昇
対
応
策
は

広
域
水
道
事
業
の

統
合
の
状
況
は

価
格
動
向
を
注
視

統
合
へ
の
準
備
段
階

町
　
長

企
画
政
策
課
主
幹

給
食
所
長

状
況
を
お
聞
き
し
ま

す
。

茂原長南インター周辺

値
上
が
り
に
つ
い
て
今
後

の
状
況
は
見
通
せ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
し
つ
つ
食
材
を
選

定
、
献
立
の
工
夫
な
ど
、

安
全
・
安
心
で
安
定
し
た

学
校
給
食
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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町
　
長

財
政
課
長

企
画
政
策
課
長

過
疎
地
域
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り

今
後
の
学
校
存
続
と

無
償
貸
与
の
メ
リ
ッ
ト

長
南
町
を
売
り
込
ん

で
い
く

町
有
財
産
の
売
却
は

無
償
貸
付
は

適
地
が
な
い

加藤喜男

人口減少への対策は
交流人口の増加にも取り組む

　

移
住
者
へ
の

住
宅
問
題
及
び
空

き
家
対
策
と
し
て
、
高
齢

化
す
る
農
業
関
係
者
と
の

交
流
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
の
定
住
を
図
る
考

え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
流
出
が
著

し
い
「
若
者
世
代
や
子
育

て
世
代
へ
の
新
規
の
小
規

模
宅
地
造
成
の
検
討
」
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

若
者
世
代
に
町

に
住
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
宅
地
造
成
を
行

い
、
分
譲
す
る
よ
う
な
や

り
方
で
、
町
有
財
産
を
売

却
す
る
考
え
が
な
い
か
伺

い
ま
す
。

旧
豊
栄
小
学
校

の
学
校
事
業
が
開

始
し
、
生
徒
数
６
名
が
在

籍
中
と
の
事
で
す
が
、
今

後
の
学
校
運
営
に
問
題
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
４
小
学
校
や

幼
稚
園
の
跡
地
、
野
見
金

の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
無
償

貸
与
で
は
な
く
有
償
貸
与

へ
の
切
替
え
、
売
却
に
よ

る
町
の
収
益
増
加
や
他
市

町
村
に
お
け
る
商
業
拠
点

に
な
り
う
る
場
所
の
検
討

な
ど
、
町
民
の
目
に
見
え

る
よ
う
な
今
後
の
方
針
を

伺
い
ま
す
。

長
南
町
の
安
価

な
土
地
に
よ
る
容

易
な
用
地
確
保
や
イ
ン

タ
ー
周
辺
を
物
流
拠
点
と

し
て
活
用
し
、
過
疎
脱
却

を
図
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。
今
後
の
人
口
減
少
・

過
疎
対
策
や
将
来
的
な
狙

い
や
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
の
か
伺
い
ま

す
。

問

問

問

問

人
口
増
加
対
策
と
し
て

住
宅
取
得
奨
励
金
の
交
付

等
、空
き
家
情
報
バ
ン
ク

で
の
移
住・
定
住
施
策
の

充
実
も
図
っ
て
お
り
ま

す
。ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の

避
難
施
設
と
し
て
の
空
き

新
規
の
宅
地
造
成
は
適

地
が
な
い
状
況
で
す
が
、

今
後
、
売
却
が
可
能
な
財

産
が
生
じ
た
場
合
は
、
人

口
減
少
対
策
と
し
て
の
住

宅
用
地
又
は
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
の
事
業
用
地

で
の
売
却
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

圏
央
道
等
の
地
域
資
源

を
活
用
し
、
地
域
活
力
の

向
上
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
自
立
に
向
け
て
の
動
き

を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
長
南
町
の
将
来
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

学
校
運
営
を
存
続
で
き

る
か
否
か
は
、
少
子
高
齢

化
の
時
流
の
流
れ
で
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

議員板倉正勝

企
画
政
策
課
主
幹

企
画
政
策
課
主
幹

家
活
用
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

宅
地
造
成
は
、
魅
力
的

な
宅
地
開
発
を
行
え
る
一

団
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
土

地
が
な
い
こ
と
が
現
在
の

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

許
認
可
権
限
は
千
葉
県

学
事
課
に
あ
り
、
経
営
者

側
は
様
々
な
厳
し
い
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
専
門
分
野

と
な
る
千
葉
県
サ
イ
ド
で

学
校
経
営
の
許
可
を
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
問
題

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。投

票
所
や
避
難
所
と
し

て
も
使
え
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
総
合
的
に
考
え
て

無
償
で
貸
与
に
し
て
い
ま

す
。
地
道
な
事
業
を
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
長
南
町

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
方
法

を
見
出
し
て
い
け
れ
ば
い

い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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用
語
解
説

温
室
効
果
ガ
ス

大
気
中
に
含
ま
れ
る
二

酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど

の
総
称

脱
炭
素

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

ゼ
ロ
に
す
る
取
組
み

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

一
つ
の
住
居
に
複
数
人

が
共
同
で
暮
ら
す
賃
貸
物

件

脱
炭
素
達
成
の

た
め
の
支
援
は

ガ
ス
事
業
の
脱
炭
素

の
取
り
組
み
は

多
世
代
同
居
を
推
進
す

る
補
助
制
度
の
新
設
を

独
居
高
齢
者
用
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を

若
者
定
住
促
進

事
業
の
対
象
に

ま
ず
は
、
本
町
の

状
態
を
調
べ
て
い
く

町
の
考
え
方
と
協
調

出
来
る
よ
う
検
討

町
が
空
き
家
を
借
り

受
け
る
方
策
も
視
野
に

建
設
環
境
課
長

建
設
環
境
課
長

ガ
ス
課
長

企
画
政
策
課
長

福
祉
課
長

岩瀬康陽 議員

脱炭素社会実現のための取組は
庁内で情報を共有し「出来ることから取り組む」

国
は
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
全
体

と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
と
世
界
に
表
明
し
て
い

ま
す
。

町
は
２
０
５
０
年
ま
で

の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
行
く
の
か
伺
い
ま

す
。

本
町
が
脱
炭
素

を
達
成
す
る
た
め

に
、
住
民
や
事
業
者
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
促
進
さ

せ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

現
在
日
本
ガ
ス

協
会
で
は
、
水
素

本
町
は
、
高
齢

者
の
独
居
世
帯
と

夫
婦
世
帯
が
増
加
傾
向
に

高
齢
者
の
孤

独
・
孤
立
を
解
消

し
、
活
き
活
き
と
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
独

居
高
齢
者
用
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
等
を
整
備
す
べ
き
で

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

問

問問

問

問

脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

町
全
体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
脱
炭
素
は
地
方

創
生
に
貢
献
で
き
る
の
で
、

町
は
何
が
出
来
る
の
か
庁

内
で
情
報
を
共
有
し
、
出

来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

脱
炭
素
へ
の
取
組
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ま
ず
は
、
本
町
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
と
森
林

等
の
吸
収
量
を
調
査
し
、

本
町
が
ど
の
よ
う
な
状
態

な
の
か
、
調
べ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

合
成
メ
タ
ン
の
実
用
化

も
視
野
に
入
れ
、
ガ
ス
課

で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方

向
で
脱
炭
素
に
対
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
の
か
、

町
の
考
え
方
や
方
向
性
と

協
調
で
き
る
よ
う
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
町
は
、
空
き
家
所

有
者
の
実
態
把
握
等
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
高
齢
者
を
支
援
出
来
る

空
き
家
が
あ
れ
ば
、
町
が

借
り
受
け
る
方
策
も
視
野

に
入
れ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

多
世
代
同
居
に
よ
り
、

若
者
夫
婦
が
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
等
が
可
能
に
な

り
ま
す
の
で
、
若
者
定
住

促
進
事
業
の
対
象
と
な
る

よ
う
、
関
係
課
と
調
整
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

と
回
収
し
た
二
酸
化
炭
素

か
ら
合
成
さ
れ
る
、
合
成

メ
タ
ン
の
実
用
化
を
進
め

て
お
り
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
脱
炭
素
を
達
成
す
る

方
針
で
す
。

本
町
は
ガ
ス
事
業
の
脱

炭
素
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
町

は
、
高
齢
者
の
孤
独
・
孤

立
を
解
消
す
る
た
め
、
多

世
代
同
居
を
推
進
す
る
補

助
制
度
を
新
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。



（11）ちょうなん 議 会 だ よ り 第180号
令和４年８月発行

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は

参
加
し
た
主
な
行
事

【
5
月
】

　
17
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
松
野
議
長
）

　
18
日　
南
部
地
区
議
会
道
路
整
備
協
議
会
総
会

　
　
　
　
（
松
野
議
長
）

　
24
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会
（
松
野
議
長
）

　
26
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
（
松
野
議
長
）

　
30
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
31
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　
臨
時
会

　
　
　
　
（
御
園
生
議
員
）

【
6
月
】

　
8
日　
第
２
回
定
例
会
（
～
13
日
）

　
8
日　
各
常
任
委
員
会

　
27
日　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
松
野
議
長
）

【
7
月
】

　
4
日　
長
生
郡
市
議
員
会
定
期
総
会

　
7
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
13
日　
３
市
３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
例
総
会
・

　
　
　
　
視
察
研
修
（
松
野
議
長
）　
［
～
14
日
］

　
22
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

○議員・職員・傍聴人のマスク着用
○アルコール消毒液の設置
○換気の励行

○議員・職員・傍聴人の検温の実施
○飛沫防止用のアクリルパーテーションの設置
○共用部分のアルコール消毒の強化

新型コロナウイルスにおける
感染予防対策をしております。



　長南町の防災情報やテレビ等のメディア情報、イベ
ント情報、議会の開催日程などを即時にお届けするこ
とができる、長南町の公式LINEアカウントを開設して
おります！
　右記のQRコードを読み
取っていただき、ぜひ「友だ
ち登録」をお願いします。

町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ https://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　宮　﨑　裕　一
副委員長　　森　川　剛　典
委 員　　加　藤　喜　男

同 　　和　田　和　夫
同 　　岩　瀬　康　陽

佐さ
と
う藤

　
理り

さ紗 

さ
ん

松ま
つ
の野

　
寿と
し
の
ぶ伸 

さ
ん 若い力

ちょうなんの

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
町

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
活
気
溢
れ
る
町
へ

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち

も
長
南
町
で
あ
り
、
現
在

も
住
ん
で
い
ま
す
。
町
の

魅
力
は
自
然
豊
か
で
空
気

や
水
が
美
味
し
く
、
特
に

特
産
品
で
も
あ
る「
お
米
」

や
「
ハ
ス
」
は
、
家
族
み

ん
な
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
が

手
厚
く
て
充
実
し
て
い
る

の
で
、
子
供
が
３
人
い
る

私
達
家
族
は
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
長
南
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

現
在
も
長
南
町
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
移
動
は
車
中
心
で
す
が
、

こ
れ
と
い
っ
て
不
便
と
感
じ
た

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
圏

央
道
も
で
き
、
む
し
ろ
色
々
な
所

へ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
か
と
思

い
ま
す
。

町
内
人
口
も
年
々
減
り
、
こ
れ

か
ら
の
担
い
手
に
少
し
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
、
支
え
て
く
れ
る
親

世
代
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
下

さ
る
ご
年
配
の
方
、
様
々
な
世
代

の
方
の
助
け
合
い
が
あ
り
、
こ
う

し
て
今
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い

近
年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が

長
南
町
で
も
中
止
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
私
達
１
人

１
人
が
根
気
強
く
ウ
イ
ル

ス
と
戦
い
、
以
前
の
よ
う

な
活
気
溢
れ
る
長
南
町
へ

戻
れ
る
日
を
信
じ
て
、
こ

れ
か
ら
も
子
供
達
と
共
に

暮
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

『
頑
張
ろ
う
長
南
!!
』

る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

特
に
子
育
て
を
し
て
い
る
今
、

各
助
成
な
ど
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
は
綺
麗
な
校
舎
で
設
備

も
整
っ
て
お
り
、
バ
ス
通
学
の
た

め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

長
南
町
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

と
に
か
く
自
然
い
っ
ぱ
い
な
町

で
す
。
子
供
た
ち
に
は
自
然
い
っ

ぱ
い
な
場
所
で
心
豊
か
に
、
伸
び

伸
び
と
育
っ
て
欲
し
い
の
で
、
そ

ん
な
子
育
て
に
ぴ
っ
た
り
な
町

で
す
。

議会を傍聴して
みませんか？

めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。
　新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、人数制
限する場合があります。

次回の定例議会は、
９月６日㈫から
開会の予定です。

先
日
、
私
が
車
を
運
転
し
て

交
差
点
で
停
止
し
て
い
た
と
き

の
出
来
事
で
す
。

そ
れ
は
、
交
通
量
が
多
く
幅

が
１
ｍ
位
の
上
り
坂
の
歩
道
を
、

若
者
が
自
転
車
で
上
っ
て
き
た

と
こ
ろ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
若

者
が
下
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
ど
う
す
る
の
か
な
と

注
視
し
て
い
た
ら
、
自
転
車
の

若
者
が
自
転
車
か
ら
降
り
て
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
若
者
に
道
を

譲
っ
て
あ
げ
た
の
で
す
。

譲
ら
れ
た
若
者
は
、
笑
み
を

浮
か
べ
て
軽
く
会
釈
を
し
、
坂

を
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ん
と
微
笑
ま
し
い
光
景
で

し
ょ
う
、
私
は
思
わ
ず
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

現
代
は
、
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
り
、
生
き
づ
ら
い
と
感
じ

る
人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
若
者
の
よ
う
に
、
譲
り

合
い
の
心
を
持
て
ば
、
世
の
中

に
あ
る
大
小
の
争
い
事
も
少
な

く
な
り
、
良
好
な
人
間
関
係
を

築
け
る
と
思
う
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。�

（
岩
瀬
康
陽
）

編
集
の
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と
で
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